
漁船海難ゼロへ！ 漁船海難月報 平成２６年８月号
第七管区海上保安本部交通部安全課発行

【衝突海難の概要】
・漁船Ａ丸は貨物船Ｂ丸と衝突、Ａ丸船長は
船外に投げ出され、海上で漂流しているとこ
ろを発見されたが、帰らぬ人となった。

【浸水海難の概要】
・軸封装置のパッキン押さえボルトが折損し
たことにより、同部から浸水したもの。
・係留中、船尾管劣化部から浸水後、沈没し
たもの。

平成２６年７月七管内漁船海難 計１７隻
（衝突：７隻 浸水：４隻 乗揚：３隻 機関故障：２隻 火災：１隻）

７月の漁船海難隻数は１７隻（内衝突７隻）発生し、
衝突海難により１名の船長が亡くなりました。危険はすぐそばに潜んでいます。

常時（操業時・航行時）適切な見張りを行いましょう！！
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７月の漁船海難発生地点
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漁船海難隻数

（速報値）

乗揚　　▲

機関故障◆

衝突  　★

浸水　　■

火災　　●

合計17隻

浸水海難とは？・・・船外から海水が浸入し、航行に支障が生じる状態。

海難対策シリーズ３：浸水

☆船体の定期的な点検及び発航前
点検（ビルジ量の確認、船倉への浸水、
船尾管等の確認）を実施し、適切な船
体整備を行うこと。
☆台風や高潮時には適切な係留管理
を行うこと。

浸水海難要因
１． 船体機器整備不良
船体の手入れ、整備不良が原因のもの。
２． 気象海象不注意
気象海象にそぐわない係留によるもの。

注意点


